
宗
教

・
文
化
研
究
所
公
開
講
座
講
演
録
要
旨

庭
園
文
化

に
み
る
京
都
と
平
泉

-
御
室
地
域
と
毛
越
寺
i

前

」

佳

代

は
じ
め
に

庭園文化にみる京都と平泉

平
泉
の
世
界
遺
産
登
録
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な

っ
た

「浄
土
庭
園
」
の
源
流
は
京
都
で
あ
る
。
奥
州
藤
原
氏
三
代
秀
衡
が
建
立

し
た
無
量
光
院
は
、
「悉
以
所
レ摸
二
宇
治
平
等
院

一也
」
(『吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
十
七
日
条

「寺
塔
已
下
注
文
」
。
以
下
、
「
注
文
」

と
略
す
)、
ま
た

「摸
二宇
治
平
等
院
地
形

一之
所
也
」
(
『吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
二
十
三
日
条
)
と
み
え
、
宇
治
の
平
等
院
と
そ
の

地
形
を
模
倣
し
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
若
干
の
違
い
は
み
ら
れ
る
も
の
の
建
築
や
庭
園
の
形
態
は
ほ
ぼ
合
致

す
る
と
み
て
よ
い

(前
川

・
島
原
二
〇

一
四
)。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
平
泉
の
浄
土
庭
園
の
系
譜
の

一
つ
を
奈
良
の
興
福
寺
の
末
寺
の
庭
園
に
求
め
た
こ
と
が
あ

る

(前
川
二
〇

=

)
。
造
庭
者
は
、
興
福
寺
に
入
寺
し
た
摂
関
家

の
子
弟
で
、
平
泉
と

の
関
係
が
う
か
が
え
た
。
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か
つ
て
角
田
文
衛
氏
は
中
央
政
界
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
平
泉
文

化
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

(角
田

一
九
八
七
)
。
平
泉

の
庭
園
文
化
も
ま
た
、
京
都
と
平
泉
の
密
接
な
人
的
関
係
を
示
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
平
泉

の
庭
園
造
り
に
か
か
わ

っ
た
と
み
ら
れ
る
人
た
ち
を
見
出

し
、
毛
越
寺
庭
園
の
造
営
者
を
推
測
し
、
京
都
の
御
室
地
域
と
平
泉
毛
越

寺
周
辺
を
比
較
し
て
み
た
い
。

一

平
泉
の
浄
十
庭
園
の
造
営
者

興
福
寺

一
乗
院
の
末
寺
で
あ
る
京
都
府
木
津
川
市

の
浄
瑠
璃
寺

の
庭
園

は
、

一
乗
院
恵
信
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
。
そ
の
池
は
平
泉

の
観
自
在
王
院

の
池
と
同
形
で
あ
る

(図

一
)。
『浄
瑠
璃
寺
流
記
事
』
に
よ
れ
ば
、
恵
信

が
浄
瑠
璃
寺
の
結
界
を
定
め
、
池
を
掘
り
石
を
立
て
た
の
は
久
安
六

二

一
五
〇
)
年
で
、
保
元
二

(
一
一
五
七
)
年
に
は
九
体
阿
弥
陀
堂
が
池
の

西
岸
に
移
築
さ
れ
た
。
観
自
在
王
院
は
、
二
代
基
衡
の
妻
が
建
立
し
た
(「注

文
」)
。
当
地
に
は
基
衡
の
邸
宅
が
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

保
元
二
年
～
永
暦
元

二

一
六
〇
)
年
頃
に
基
衡
が
亡
く
な

っ
た
あ
と
喜

捨
し
て
造

っ
た
と
い
う
。
同
院
建
立
時
に
池
が
造
ら
れ
た
と
す
る
と
、
浄

讐欝曝 ご

鍵
匙_-2伽
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～
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↓

一「～
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図1観 自在王院 ・舞鶴が池と浄瑠璃寺庭園(前 川2008)
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庭園文化にみる京都と平泉

　　
　

瑠
璃
寺
の
池
庭
に
後
出
す
る
。

浄
瑠
璃
寺
の
池
の
形
が
観
自
在
王
院
で
採
用
さ
れ
た
背
景
は
、
恵
信
の
出
自
に
求
め
ら
れ
る
。
恵
信
の
父
は
摂
関
家
藤
原
忠
通
で
、

母
は
清
衡
期
の
陸
奥
守
藤
原
基
信

(
一
=

六
～

一
一
二

一
在
任
)
の
女
で
あ
る
。
忠
通
は
、
毛
越
寺
金
堂

・
円
隆
寺

の
額
を
染
筆
し

て
い
る
し

(「注
文
」)
、
摂
関
家
藤
原
氏
と
奥
州
藤
原
氏

の
関
係
は
初
代
清
衡
に
遡
る

(丸
山
二
〇
〇
五
)。
基
信
は
、
父
師
信

・
兄
経

忠
が
白
河
院
の
近
臣
と

い
う
家
柄
の
出
身
で
あ
る
(遠
藤
二
〇
〇
五
)
。
庭
園
史
家
の
森
薙
氏
は
恵
信
が
忠
通
男
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、

摂
関
家
の
子
弟
が
門
跡
に
な

っ
た
大
乗
院
に
お
い
て
披
見
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

『作
庭
記
』
が
造
庭

の
参
考
に
さ
れ
た
と
推
測
し
て
、
浄

瑠
璃
寺
庭
園
を

『作
庭
記
』
流
庭
園
と
称
し
て
良

い
と
さ
れ
る

(森

一
九
五
九
)。

い
ま

一
つ
、
奈
良
市
柳
生
に
あ
る
円
成
寺
と
、
平
泉
の
花
館
廃
寺
と
下
段
の
花
立
溜
池

(筆
者
は
両
者
を

一
つ
の
伽
藍
と
み
な
し
て

花
館
伽
藍
と
称
し
て
い
る
)
の
地
形
が
似
通

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る

(図
二

・
三
)。
円
成
寺

の
浄
土
庭
園
は
仁
和
寺
で
得
度

し
た
寛
遍
に
よ

っ
て
十
二
世
紀
半
ば
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る

(『知
恩
院
縁
起
』
)。
こ
の
寛
遍
は
村
上
源
氏
源
師
忠
の
男
で
、
母
は
源

政
長

の
女
と

い
う

(『今
鏡
』
む
ら
か
み
の
源
氏
第
七
)。
仁
和
寺
で
得
度
し
、
広
沢
六
流
の

一
つ
忍
辱
山
流
の
祖
と
さ
れ
た
東
密
僧
で
、

東
寺
長
者
、
東
大
寺
別
当
を
経
て
大
僧
正
に
な
り
仁
和

・
円
教
両
寺
別
当
に
補
さ
れ
、
忍
辱
山
大
僧
正
と
呼
ば
れ
た
。

天
養
元

(
=

四
四
)
年
に
は
覚
法
法
親
王
の
推
挙
に
よ
り
権
大
僧
都
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
覚
法
法
親
王
は
、
毛
越
寺
の
額
の
揮
毫

を
藤
原
忠
通
に

依
頼

し
た
人
物
で
あ
る

(『古
事
談
』
第
二
)。

こ
れ
よ
り
以
前
、
初
代
清
衡
段
階
に
東
密
の
仁
和
寺
流
の
僧
が
中
尊
寺
に
か
か
わ

っ
て
い
た
可
能
性
を
司
東
真
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

(司
東

一
九
五
四
)
。
ま
た
行
範
と

い
う
仁
和
寺
僧
が
陸
奥
に
住
し
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る

(遠
藤
二
〇

一
六

誉
田

二
〇

一
四
)。
以
上
か
ら
、
花
館
伽
藍
の
池
は
仁
和
寺
関
係
者
の
造
庭
の
可
能
性
が
あ
る
。

平
泉
に
は
、
摂
関
家
関
係
者
に
よ
る

『作
庭
記
』
流
庭
園
と
、
仁
和
寺
関
係
者
の
手
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
庭
園
が
確
認
さ
れ
る
。
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 図2 円成寺実測図（『大和古寺大観』）  

図3 花館伽藍図（前川2008に加筆）  

（基同は昭和39年都市計画図。楕円部は、金鶏山から延びる尾根。現状では確認できない）  
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で
は
、
毛
越
寺
庭
園
は
誰
が
指
導
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
.
毛
越
寺

の
造
営
と
庭
園

(図
四
)

庭園文化にみる京都と平泉

毛
越
寺
の
造
営
に
関
し
て
筆
者
は
、
毛
越
寺
伽
藍
が
法
勝
寺

の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
か
ら
、
基
衡
治
世
初
期
の
陸
奥
守
源
信
雅

(
=

　　
　

二
八
在
任
?
、

一
=
二
一
～

一
=
二
四
在
任
)
と
甥
の
顕
俊

(
=

二
九
陸
奥
守
見
任
?
)
の
縁
戚
関
係
に
注
目
し
た
。
顕
俊
の
母
は

法
勝
寺
を
造
営
し
た
高
階
為
家

の
女
で
あ
る
。
基
衡
は
信
雅
と
顕
俊
を
介
し
て
法
勝
寺
造
営
の
技
術
や
知
識
を
得
た
と
想
定
し
た

(前

川
二
〇
〇
〇
)。
源
信
雅
は
右
大
臣
顕
房
を
父
に
も

つ
村
上
源
氏
で
、
遠
藤
基
郎
氏
は
基
衡
と
協
調
関
係
を
結
ん
だ
陸
奥
守
と
さ
れ
る
(遠

藤
二
〇

一
五
)。
顕
俊
は
信
雅
の
兄
の
権
大
納
言
雅
俊
の
男
で
あ
る
。
高
階
為
家
は
、
白
河
天
皇
の
意
を
受
け
、
法
勝
寺

の
金
堂
・講
堂
・

回
廊

・
大
門

・
鐘
楼

・
経
蔵
を
造
進
し
た

(「
承
暦
元
年
十
二
月
法
勝
寺
供
養
記
」
)
。
そ
れ
は

「注
文
」
が
記
す
毛
越
寺

の
伽
藍
構
成

と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
近
年
八
重
樫
忠
郎
氏
が
提
示
さ
れ
た

一
期
目
の
毛
越
寺
の
構
成
建
物
で
も
あ
る

(八
重
樫
二
〇

一
三
)
。
為
家
の
三

男
為
遠
は
康
和
五

(
=

〇
三
)
年
十

一
月
に
尊
勝
寺

の
中
堂

・
食
堂
を

「
八
万
石
疋
」
を
投
じ
て
造
営
し
た
功
を
顕
俊
に
譲
り
、
顕

俊
は
武
蔵
守
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

(
『本
朝
世
紀
』
康
和
五
年
十

一
月

一
日
条
)。
高
階
氏
と
顕
俊
の
深

い
縁
を
示
し
て

い
よ
う
。

実
際
、
平
泉
で
は
御
願
寺
や
院
御
所
に
使
わ
れ
た
瓦
と
同
じ
も

の
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
鳥
羽
殿
や
六
勝
寺
に
供
給
さ
れ
て

い
た
山
城
系
や
丹
波
系
、
讃
岐
系

の
瓦
で
、
清
衡
期
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る

(上
原
二
〇
〇

一
、
鎌
田
二
〇

一
四
・二
〇

一
五
)。
瓦
は
、

御
願
寺
や
院
御
所
の
造
営
の
担
い
手
と
の
人
的
関
係
に
よ
り
平
泉
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
同
じ
よ
う
に
法
勝
寺
の
情
報
が

平
泉

へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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(入間田2003所 収 図。 基図は藤島1995よ

ま
た
基
衡
に
は
、
京
都
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
覚
法

法
親
王
が

い
た
。
覚
法
は
、
源
信
雅

の
甥
に
あ
た
る
。

信
雅

の
姉
妹

の
師
子
は
藤
原
忠
実
の
正
妻
で
、
忠
通

・

泰
子
を
産
ん
で
い
る
。
そ
し
て
忠
実

へ
嫁
す
以
前
に
白

河
院
と
の
問
に
仁
和
寺
覚
法
法
親
王
を
儲
け
た
こ
と
は

周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
遠
藤
基
郎
氏
は
、
信
雅
が
覚

法
法
親
王
家
の
公
卿
別
当
で
あ

っ
た
時
に

(
『中
右
記
』

大
治
四
年
正
月
二
十
二
日
条
)
、
覚
法
と
基
衡
と

の
接

触
が
は
か
ら
れ
た
と
み
る
。
そ
し
て
基
衡
期
に
お
け
る

覚
法

の
存
在
を
重
視
し
、
円
隆
寺

の
額
を
忠
通
が
、
色

紙
形
を
藤
原
教
長
が
書

い
た
の
も

(「注
文
」
)
覚
法
を

通
じ
て
の
依
頼
と
さ
れ
る

(遠
藤
二
〇

一
五
)。

で
は
庭
園
は
誰
の
造
営
な
の
か
。
毛
越
寺
庭
園
が
『作

庭
記
』
の
記
述
に
な
ら

っ
た
意
匠
を
も

つ
こ
と
、
平
泉

の
庭
園
に
は
摂
関
家
や
仁
和
寺
関
係
者
の
関
与
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
京
都
と
平
泉

の
強
力
な
パ
イ
プ
役
で

あ

っ
た
覚
法
法
親
王
に
近

い
人
物
と
想
定
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
筆
者
は
法
金
剛
院
の
庭
を
造

っ
た
徳
大
寺
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庭園文化にみる京都と平泉

静
意

の
可
能
性
を
考
え
る
。

静
意

(
一
〇
六
九
～

一
一
五

一
)
は
藤
原
師
実
の
男
で
、
忠
実
は
甥
に
あ
た
り
、
母
は
源
頼
国
女

で
花
山
院
家
忠
と
同
母
で
あ
る
。

醍
醐
寺
義
範

の
弟
子
と
な
り
、
徳
大
寺
頼
観
よ
り
受
法
し
た
。
法
眼
、
法
印
を
経
て
徳
大
寺
別
当
と
な
り
同
寺
に
住
し
た
。
ま
た
嘉
祥

寺
別
当
も
務
め
た

(曾
根
正
人

『平
安
時
代
史
事
典
』
)。
田
村
剛
氏
に
よ
る
と

「山
水
並
野
形
図
」
の
相
伝
を
受
け
、橘
俊
綱
か
ら

『作

庭
記
』
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
庭
作
り
の
専
門
技
術
者
で
あ
る

(田
村

一
九
六
四
)。

待
賢
門
院
藤
原
璋
子
御
願
の
法
金
剛
院
は
大
治
五

(
一
一
三
〇
)
年
に
建
立
さ
れ
た
。
供
養
の
導
師
を
覚
法
法
親
王
が
、
造
営
を
播

磨
守
藤
原
基
隆
が
請
け
負

い
、
池
庭
を
伊
勢
公
林
賢
と
静
意
が
造

っ
て
い
る
。
林
賢
は
現
在
も

「青
女
の
滝
」
と
し
て
残
る
滝
を
造
り

(『長
秋
記
』
大
治
五
年
五
月
十
七
日
条
)
、
そ
れ
を
女
院
の
希
望
で
さ
ら
に
高
く
し
た
の
が
静
意
で
あ

っ
た

(『長
秋
記
』
長
承
二
年
九

月
十

四
日
条
)。

近
年
、
誉
田
慶
信
氏
に
よ
っ
て
、
三
井
寺
の
範
覚
と
先
述
し
た
陸
奥
国
に
住
ん
だ
と
い
う
仁
和
寺

の
行
範
は
、
法
金
剛
院
を
造
営
し

た
基
隆
の
弟
で
あ
り
、
範
覚
は
保
延
四

(
=

三
八
)
年
の
基
衡
に
よ
る
千
部

一
日
経
の
間
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

(誉

田
二
〇

一
四
)
。
さ
ら
に
は
行
範
の
師
の
寛
助
、
寛
助
の
扶
持
を
受
け
た
覚
法
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
さ
れ
る

(誉
田

二
〇

一
四
)
。
法

金
剛
院
造
営
に
よ
っ
て
、
基
隆
流
、
覚
法
、
静
意
の
三
者
は
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
を
巡
ら
す
と
、
毛
越
寺
は
、
法
金
剛
院
造
営
以
降
、
基
衡
治
世
の
前
半
期
に
造
営
計
画
し
、
着
手

さ
れ
た
と
想
定

で
き

よ
う
。

毛

越
寺

の
造
営
時
期
は
、
「
注
文
」
の

=

毛
越
寺
事
」
に
記
さ
れ
る
人
物
の
在
官
時
期
か
ら

一
一
四

一
年
～

一
一
五
六
年
と
す
る

説

(大
矢
二
〇

=
二
な
ど
)
や
、
発
掘
調
査
資
料
を
見
直
さ
れ
た
八
重
樫
忠
郎
氏
に
よ

っ
て
柱
状
高
台
か
わ
ら
け
以
後

の
か
わ
ら
け
が

出
現
す
る
第
三
四
半
期
前
半
と
す
る
説

(八
重
樫
二
〇

=
二
)
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
当
該
期
の
陸
奥
守
藤
原
基
成
や
そ
の
父
・
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忠
隆
の
協
力
が
想
定
さ
れ
て
い
る

(遠
藤
二
〇

一
五
)。

と
こ
ろ
で
、
毛
越
寺
の
造
営
は
平
泉
を
都
市
の
形
に
す
る
大
土
木
工
事
と
関
連
す
る
。
毛
越
寺
が
造
営
さ
れ
る
以
前
、
当
地
は
西
か

ら

の
沢
筋
に
あ
た
り
、
そ
の
沢
は
東
隣
の
観
自
在
王
院
敷
地
も
横
断
し
、
さ
ら
に
東

の
鈴
沢
池
の
低
地

へ
と

つ
な
が

っ
て
い
た
。
毛
越

寺
と
観
自
在
王
院
の
間
の
調
査
で
検
出
さ
れ
た
元
沢
筋
か
ら
は
、
木
製
品
と

ロ
ク
ロ
か
わ
ら
け
が
出
土
し
、
手
つ
く
ね
か
わ
ら
け
が
み

ら
れ
な
い
の
で
、
整
地
地
業
は
十
二
世
紀
中
葉
以
前
と
想
定
さ
れ
る

(及
川
二
〇
〇

一
)
。
毛
越
寺
か
ら
も
十
二
世
紀
前
半
代
の
柱
状

高
台
か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
お
り

(八
重
樫
二
〇

一
三
)、
造
営
時
期
と
使
用
遺
物
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、

大
地
業
と
毛
越
寺
造
営
は
十
二
世
紀
前
半
の
造
作
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
整
地
事
業
は
、
次
な
る
段
階
で
街
区
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
た
平
坦
面
の
確
保
と
考
え
ら
れ
、
都
市
平
泉

の
グ
ラ

ン
ド
プ
ラ
ン
に
大
き
く
か
か
わ

っ
た
。
毛
越
寺
造
営
に
関
与
し
た
人
物
は
、
平
泉
の
都
市
計
画
の
指
導
者
と
も
推
察

さ
れ
る
。

24

 

三
.
御
室
地
域
と
毛
越
寺

静
意
が
住
ん
だ
徳
大
寺
は
、
平
安
京
北
西
の
御
室
地
域
に
あ
る
。
衣
笠
山

の
南
麓
、
龍
安
寺
の
東
南
に
想
定
さ
れ

て
お
り

(古
藤
二

〇
〇
二
)、
現
在
の
立
命
館
大
学
構
内
明
学
館
あ
た
り
と
な
る

(図
五
)。
昔
そ
の
あ
た
り
に
大
き
な
池
が
あ

っ
た
と

い
う
地
元
の
方
の

お
話
も
聞
い
て
お
り
、
住
坊
に
も
庭
が
造
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

御
室
地
域
は
、
大
内
山

の
南
麓
で
、
中
央
に
双
ヶ
岡
の
独
立
丘
陵
が
あ
り
、
南
東
に
は
五
位
山
と
そ
の
麓
に
は
法
金
剛
院
が
あ
る
。

当
地
に
は
仁
和
寺
を
は
じ
め
、
御
願
寺
と
し
て
四
円
寺
が
造
営
さ
れ
る

(図
五
)。
円
融
天
皇

の
勅
願
で
永
観
元

(九
八
三
)
年
に
建

立
さ
れ
た
円
融
寺
は
現
在
の
龍
安
寺
境
内
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
寺
域
に
あ
る
大
き
な
鏡
容
池
は
、
平
安
時
代
か
ら
続
く
池
で
あ
る
。
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　 図6水 が巡る平泉想定図(秀 衡期 も含む)(前 川2008)

寺
の
北
に
は
朱
山
が
位
置
す
る
。朱
山
は
、
「主
山
」

で
あ
る
。
寺
院
背
後
に
山
が
あ
り
、
山
-
寺
-
池

と
並
ぶ
風
景
は
、
平
泉
の
浄
土
庭
園
の
立
地
と
も

通
底
し
、
風
水
思
想
で
い
う
と
こ
ろ
の

「背
山
面

水
」
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「依
レ高
築
レ

山
、
就
レ
窪
穿
レ
池
。
龍
虎
協
レ
宜
、
即
是
四
神
具

足
之
地
也
」
(『中
尊
寺
供
養
願
文
』
)
の
通
り
、

平
泉

の
浄
土
庭
園
に
も
風
水
思
想
が
み
て
と
れ
る

(前
川
二
〇

一
三
)。
御
室
の
丸

い
山
々
か
ら
流
れ

出
る
水
脈
の
利
用
の
仕
方
な
ど
、
水
が
巡
る
平
泉

と

の
共
通
性
も
う
か
が
え
る

(図
六
)。
衣
笠
山

を
南
か
ら
み
る
と
、
頂
部
の
丸

い
三
角
形
の
山
に

み
え
、
平
泉
の
金
鶏
山
と
も
似
通

っ
て
い
る
。

毛
越
寺
金
堂

「円
隆
寺
」
は

「
四
円
寺
」
を
、

基
衡
が
手
が
け
秀
衡
が
完
成
さ

せ
た

「
嘉
勝
寺
」

は

「六
勝
寺
」
を
意
識
し
て
寺
号
が
定
め
ら
れ
た

と

い
う

い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
。
寺
号
決
定
の
シ

ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
誉
田
慶
信
氏
に
よ
る
と
、
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庭園文化にみる京都と平泉

寺
号

は
京
都
で
も
為
政
者
の
世
俗
的
な
思
惑

・
価
値
判
断
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
毛
越
寺
の
寺
号
も
基
衡

に
よ
る
寺
院
表

象
と

し
て

「撰
」
さ
れ
た
と

い
う

(誉
田
二
〇

一
四
)
。

筆
者
は
京
都
と
平
泉
を
比
較
す
る
中
で
、
洛
東
の
白
河
や
洛
南
の
鳥
羽
と
平
泉
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
御
室
地
域
も
例
に
加
え
ら
れ
る
と
、
「円
隆
寺
」
の
寺
号
は
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

平
泉
の
浄
土
庭
園
の
造
営
に
は
、
京
都
や
奈
良
で
庭
作
り
に
携
わ

っ
た
人
々
、
と
り
わ
け

『作
庭
記
』
を
受
け
伝
え

る
摂
関
家
関
係

者
や
仁
和
寺
関
係
者
が
か
か
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

毛
越
寺
の
造
営
に
は
、
基
衡
治
世
初
め
の
陸
奥
守
源
信
雅
と
甥
の
顕
俊
と

つ
な
が
る
人
々
の
協
力
が
考
え
ら
れ
た
。
庭
園
に
は
仁
和

寺
僧
静
意
、
法
金
剛
院
を
造
営
し
た
藤
原
基
隆
関
係
者
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
土
木
技
術
は
都
市
平
泉
造
り
に
も
か
か
わ

っ

た
可
能
性
を
示
し
た
。

静
意
が
住
ん
だ
徳
大
寺
の
後
ろ
に
讐
え
る
衣
笠
山
の
山
容
は
、
東
南
方
向
か
ら
み
る
と
毛
越
寺
裏
の
塔
山
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る

と

(写
真

一
・
二
)、
筆
者
は
立
命
館
大
学
博
士
前
期
課
程
在
学
中
か
ら
想
い
続
け
て
き
た
。
も
し
、
静
意
が
毛
越
寺
造
営
に
か
か
わ

っ

て
い
た
な
ら
、
彼
も
平
泉
で
筆
者
と
同
じ
こ
と
を
思

い
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
。

平
泉
は
、
こ
れ
ま
で
白
河
や
鳥
羽
、
法
住
寺
殿
周
辺
、
摂
関
家
の
宇
治
と
比
較
さ
れ
て
き
た
が
、
新
し
く
御
室
地
域
を
加
え
て
み
た
。

大
方

の
御
叱
責
を
賜
り
た

い
。
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注
(
1
)
た
だ

し
、

ほ
ぼ
同
形

の
中
島
は
、
近
年

の
浄
瑠
璃
寺
庭

園
整

備
発
掘
調
査
成
果

に
よ

る
と
鎌
倉
時

代
に
築
か
れ
た
盛
り
土
造
成

で
あ
り

(
『浄

瑠
璃
寺
庭
園
第

二
次
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
』

二
〇

一
二
年
)
、
中
島

の
形
は
観

自
在

王
院
が
先
行

す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

(
2
)

『中
右

記
』

大
治
四

(
一
一
二
九
)
年
正
月

六
日

の
叙
位

の
記
事

に
は
、
「
従

四
位

下
源
顕
俊

〈
陸
国
〉
」

(
〈

〉
は
割
注
)
と

み
え
、
陸
奥
守

と
判
断
さ
れ
る

の
で
あ

る
が
、
保
延
元

(
一
コ
ニ
五
)
年
六
月
日
付

の
藤
原
敦
光
申
文
に
は
、
信
雅
が
大
治
三
年
正

月
に
陸
奥
守

に
補
任

さ
れ
た

と
み
え
る

(
『本
朝
続
文
枠
』
巻
六
)
。

庭園文化にみる京都と平泉

【参
考
文
献
】

伊
藤
延
男

「
浄
瑠
璃
寺
」

『大
和
古
寺
大
観
』

入
問
田
宣
夫

『日
本
史
リ
ブ

レ

ッ
ト

一
八

上
原
真
人

上
村
和
直

遠
藤
基
郎

遠
藤
基
郎

大
矢
邦
宣

及
川

司

鎌
田

勉

第
七
巻

岩
波
書
店

一
九
七
八
年

都
市
平
泉

の
遺
産
』

山
川
出
版
社

二
〇
〇
三
年

「
秀
衡

の
持
仏
堂
ー
平
泉
町
柳
之
御
所
遺
跡
出
土
瓦

の

一
解
釈
-

」

『京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第

四
〇
号

二
〇
〇

一
年

「
御
室
地
域

の
成
立
と
展
開
」

『仁
和
寺
研
究
』

第
四
輯

二
〇
〇
四
年

「
平
泉
藤
原
氏
と
陸
奥
国
司
」
入
間
田
宣
夫

『東
北
中
世
史

の
研
究
』
上
巻

高
志
書
院

二
〇
〇
五
年

「
基
衡

の
苦
悩
」
柳
原
敏
昭
編

『平
泉

の
光
芒
』

吉
川
弘
文
館

二
〇

一
五
年

『平
泉

浄
土
を
め
ざ
し
た
み
ち

の
く

の
都
』
河
出
書

房
新
社

二
〇

コ
ニ
年

「
十

二
世
紀
前
半
期

の
平
泉
」

『都
市

・
平
泉
ー

成
立
と
そ

の
構
成
1

』

日
本
考

古
学
協
会

二
〇
〇

一
年
度
盛
岡
大
会

研
究
発
表
資
料
集

二
〇
〇

一
年

「
平
泉
町
花
立
H
遺
跡
出
土

の
瓦
に

つ
い
て

(そ

の

一
)
」

『岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』

第
三

一
号

二
〇

一
四
年
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鎌

田

勉

「平
泉
町
花
立

H
遺
跡
出
土

の
瓦
に

つ
い
て

(そ

の
二
)
」

『岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』

第
三

二
号

二
〇

一
五
年

(財

)
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編

『院
政
期

の
京

都

白

河
と
鳥
羽

付
法
金

剛
院

・
法
住
寺
殿
』
京
都
市

・
(財
)
京
都
市
埋
蔵
文
化

財
研
究
所

二
〇
〇
七
年

工
藤
圭
章

「
円
成
寺
」

『大
和
古
寺
大
観
』

第
四
巻

岩
波
書
店

一
九
七
七
年

古
藤
真
平

「
仁
和
寺

の
伽
藍
と
諸
院
家

(下
)
」
『仁
和
寺

研
究
』
第

三
輯

二
〇
〇
二
年

司
東
真
雄

「
中
尊
寺
初
期
経
営

の
宗
派
観
」

『岩
手
史
学

研
究
』

一
七

一
九
五
四
年

田
村

剛

『作
庭
記
』
相
模
書

房

一
九
六
四
年

角
田
文
衛

「
平
泉
と
平
安
京
-
藤
原

三
代

の
外
交
政
策
1
」

『奥
州
平
泉
黄
金

の
世
紀
』
新
潮
社

一
九

八
七
年

野
口

実

「
法
往
寺

殿
造
営

の
前
提
と

し
て
の
六
波
羅
」

『院
政
期

の
内
裏

・
大
内
裏
と
院
御
所
』
文
理
閣

二
〇

〇
六
年

藤

島
亥
治
郎

『
平
泉
建
築
文
化
研
究
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九

五
年

誉

田
慶
信

「
日
本
中
世
仏
教

の
な
か

の
平
泉
」

『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第

一
三
号

二
〇

一
三
年

誉

田
慶
信

「平
泉
仏
教

の
歴
史
的
性
格

に
関
す
る
文
献
資
料
学
的
考
察
」

『平
泉
文
化
研
究
年
報
』
第

一
四
号

二
〇

一
四
年

誉

田
慶
信

「院
政
期
平
泉

の
仏
会
と
表
象
に
関
す
る
歴
史
学
的
研
究
」

『平
泉
文
化
研
究
年
報
』

第

一
五
号

二
〇

一
五
年

前

川
佳
代

「平
泉

の
都
市
プ

ラ
ン
」

『寧
楽
史
苑
』
第
四
五
号

二
〇
〇
〇
年

前
川
佳
代

「
平
泉

の
苑
池
」

『平
泉
文
化
研
究
年
報
』

第

一
号

二
〇
〇

一
年

前
川
佳
代

「
「
苑
池
都
市
」
平
泉
ー

浄
土
世
界

の
具
現
化
1

」

『平
泉

文
化
研
究
年
報
』
第

八
号

二
〇
〇
八
年

前
川
佳
代

「
奈
良
と
平
泉
ー

な
ら
学
談
話
会
報
告
ー
」

『奈
良
女
子
大
学
文
学
部

研
究
教
育
年
報
』
第
八
号

奈
良
女
子
大
学
文
学
部

前
川
佳
代

「
平
泉

の
宗

教
施

設
と

風
水

思
想
」

『都
城
制
研
究

(七
)
』
奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究

セ
ン
タ
ー

二
〇

=
二
年

二
〇
=

年

30



前
川
佳
代

「
平
泉

の
馬
場

殿
ー
平
泉

・
鳥

羽

・
宇
治

」
舘

野
和

己
編

『
日
本
古
代

の
み
や
こ
を
探

る
』
勉
誠
出
版

二
〇

一
五
年

前
川
佳
代

・
島

原
弘
征

「平
泉
無
量
光

院
の
造
営
プ

ラ
ン
ー

G
I
S
の
利
用

に
む
け

て
の
試
論
1
」

『古
代
学
』
第
六
号

奈
良
女
子
大
学
古
代

学
学

術

研
究

セ
ン
タ
ー

二
〇

一
四
年

丸
山

仁

「奥

州
平
泉

と
京
-
摂

関
家

を
中
心

に
」

入
間

田
宣
夫
編

『東
北
中
世
史

の
研
究
』
上
巻

高
志
書
院

二
〇
〇
五
年

森

葱

『中
世
庭

園
文
化
史
』
奈
良

国
立
文
化
財

研
究
所
学
報
第

六
冊

一
九

五
九
年

森

悪

『寝

殿
造
系
庭

園
の
立
地
的
考
察
』
奈
良

国
立
文
化

財
研
究
所
十
周
年
記
念
学
報

(学
報
第

一
三
)

一
九
六

二
年

森

薙

『作
庭
記

の
世
界
』

N
H
K
ブ

ッ
ク
ス

一
九

八
六
年

八
重
樫
忠
郎

「平
泉

・
毛
越
寺
境
内

の
新
知
見
」
橋

口
定
志
編

『中
世
社
会

へ
の
視
覚
』
高
志
書
院

二
〇

=
二
年

八
重
樫
忠
郎

『
シ
リ
ー
ズ

「遺
跡
を
学

ぶ
」

一
〇

一

北

の

つ
わ
も

の
の
都

平
泉
』
新
泉
社

二
〇

一
五
年

庭園文化にみる京都と平泉

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

京
都

平
泉

浄
土
庭
園

都
市

奥
州
藤
原
氏

摂
関
家
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